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音楽情報処理技術の最前線特集

　音楽好きな学生や研究者にとって，「音楽」に関連した
研究テーマに取り組んでみたいというのは自然な発想で
ある．研究室や所属部署のメインテーマでなくてもトラ
イしてみようというようなことも少なくないだろう．と
ころが，いざ始めてみると，独特のデータ入出力手段の
扱いに思いのほか手間取ってしまったり，何を参考にし
て始めればよいのかが分からなかったり，という悲劇が
たびたび起こっている．本稿では，そのような悲しい事
例を少しでも軽減することを目的として，初学者のため
の音楽情報処理ブックマークを紹介する．

研究／システム開発を効率化するための
処方箋

　音楽情報処理システムを開発する際には， MIDI，あ
るいは，音響信号の入出力用のドライバと APIを用意
したうえで，さらに，その上で動作する汎用関数を用意
するという手続きが必要となる．またそれらをリアルタ
イムに入出力することは，ファイルを読み書きすること
よりも難しい．これらの処理の共通化を行い，プログ
ラミングに関する工数を軽減することを目的として開発
された環境（システム）は，今日では数多く提供されてい
る．このうち，現在入手可能な代表的な事例を以下に紹
介する．
■ jMusic ☆ 1

音楽の生成，操作を実施するための Javaクラスライ
ブラリを提供している．MIDI，オーディオ，XML 

ファイルなどの入出力クラスが用意されている．
■ CMX ☆ 2

日本で開発が行われている音楽情報処理研究のため
の共通データフォーマット「CrestMuseXML」（CMX）
およびそれを扱うための Javaクラスライブラリが

☆ 1 http://jmusic.ci.qut.edu.au/
☆ 2 http://www.crestmuse.jp/cmx/

提供されている．ほかにも音楽情報処理研究のため
の XMLベースの共通データフォーマットとしては
M2K☆ 3等もある．

■ Max/msp/jitter ☆ 4

MAXパッチと呼ばれるアイコンを結線していくこ
とでプログラミングを実施する商用インタラクティ
ブマルチメディア開発環境．MIDI，オーディオ，映
像制御処理のための定番の環境の 1つ．

■ Chuck ☆ 5/Audicle ☆ 6

オブジェクト指向，並列プログラミングモデルに基
づくテキストベースの On-the-flyリアルタイムオー
ディオプログラミング言語の 1つ．

■ MARSYAS ☆ 7/CLAM ☆ 8/MIRtoolbox ☆ 9/Sonic 
Visualiser ☆ 10/jMIR ☆ 11/Vamp audio analysis plugin 
system ☆ 12

音響信号処理における各種特徴量抽出のための関数
群が充実したソフトウェアフレームワークで，音響
分析やアノテーションも可能な統合環境として提供
されているものもある．

　なお，実際に音楽情報処理技術を適用する楽曲集とし
ては，「RWC研究用音楽データベース」☆ 13と，そのメ
ロディやビート，サビ等を人手でラベル付けした「AIST

アノテーション」☆ 14が活用できる．

☆ 3 http://www.music-ir.org/evaluation/m2k/
☆ 4 http://www.cycling74.com/products/max5/
☆ 5 http://chuck.cs.princeton.edu/
☆ 6 http://audicle.cs.princeton.edu/
☆ 7 http://marsyas.sness.net/
☆ 8 http://clam-project.org/
☆ 9 http://www.jyu.fi/hum/laitokset/musiikki/en/research/coe/materials/

mirtoolbox/
☆ 10 http://www.sonicvisualiser.org/
☆ 11 http://jmir.sourceforge.net/
☆ 12 http://www.vamp-plugins.org/
☆ 13 http://staff.aist.go.jp/m.goto/RWC-MDB/
☆ 14 http://staff.aist.go.jp/m.goto/RWC-MDB/AIST-Annotation/
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音楽情報処理技術の最前線

サーベイを容易化するための処方箋

　国内で音楽情報処理技術の最新の技術動向を得るため
の第一の方法としては，本会音楽情報科学研究会に参加
することを勧める．毎年，通称「夏のシンポジウム」を含
む 5回の研究発表会が開催されており，昨年度の平均
参加者数は 90名である．この参加者数はフロンティア
領域の研究会の中でも群を抜いて多いものであり，毎
回，活発な議論が行われている．その他の主要関連学会
（研究会）としては，日本音楽知覚認知学会，日本音響学
会音楽音響研究会などがある．海外の国際会議としては，
ISMIR（音楽情報検索に関する国際会議）☆ 15，ICMC（コ
ンピュータ音楽に関する国際会議）☆ 16，ICMPC（音楽知
覚認知に関する国際会議）☆ 17，DAFx（デジタルオーデ
ィオエフェクトに関する国際会議）☆ 18，NIME（音楽表
現のインタフェースに関する国際会議）☆ 19，ICASSP（信
号処理に関する国際会議）☆ 20等がある．
　そのほかに音楽情報処理分野の論文が掲載されるこ
とが多いジャーナルとしては，Computer Music Journal 

（CMJ），Journal of New Music Research （JNMR）, IEEE 

Transactions on Audio, Speech, and Language Processing等
をご覧いただきたい．その他の書籍，解説としては，文
献 1）～ 11）が挙げられる．本分野の成果の一端を動画
で見てみたいということであれば，CrestMuseプロジェ
クトが配信している動画☆ 21や各種動画共有サイトで公
開されている動画が参考になる．

情報処理技術のエントリー教育課題に
適した音楽情報処理（まとめにかえて）

　自身の将来像として情報処理分野の技術者や研究者に
なることを夢見ていない学生にとっては，大学教育等で
のプログラミング演習でつまずき，そのまま，苦手意識
を持ち続けるというケースが少なからず存在する．こ
れに対し，たとえば，上で紹介した Chuckについては，
まったくプログラミング経験のないものから経験者プロ
グラマまで，音楽・音に関連した技術とプログラミング
技術の双方を効果的に学ぶことができ，それ以降のプロ
グラミングもきわめて効率的に実践できるようになった
☆ 15 http://www.ismir.net/
☆ 16 http://www.icmc2009.org/
☆ 17 http://www.musicperception.org/
☆ 18 http://dafx09.como.polimi.it/
☆ 19 http://nime2009.org/
☆ 20 http://www.icassp09.com/
☆ 21 http://www.crestmuse.jp/crestmuse_movie_j.html

という報告がなされている．その理由の 1つとしては，
オブジェクト指向言語の概念が，音という実際に知覚で
きる対象と関連して実体験として理解されやすいという
ことが考えられる．このほかにも，Max/msp/jitterと簡
易ロボットコントロールデバイス Arduinoとを組み合わ
せた音楽デバイスの実装演習が，ハードウェアに対する
精神的な抵抗感を大きく下げたと報告されている．学生
にとって，身近な音楽を題材とした情報処理技術のエン
トリー教育は，音楽情報処理に限らず，一般的な情報処
理技術を教育する観点からも大きな可能性を有している．
専門分野に囚われずに，気軽に音楽情報処理技術を楽し
んでいただきたい．
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